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ジャガイモ葉巻病ウイルスの虫媒伝染に関する知見

2. モモアカアブラムシにおける f虫へのウイルスの移行

宮本セツ*・吉本推*

(U日和46年 1月8Fl受用)

Notes on Aphid-Transmission of Potato Leafroll V irus 

2. Transference of the virus to nymphs from viruliferous adults 

of Myzus persicαe S LJLZ. 

Setsu MIYAMOTO and Yuichi MIYAMOTO 

緒 哲

最近にいたるまで，アブラムシによって媒介される永

続(謝姓ウイルスにおいては，保毒親虫からその f係へ

の体内的移行，すなわち transovarialpassageはない

ものと考えられてきた。

これに対し筆者ら(宮本・宮本， 1966a， b) は，ジャ

ガイモ葉巻病ウイルス (potatoleafroll virus; PLRV) 

の媒介虫モモアカアブラムシ (Myzuspersicae S ι 

LZ. )の保毒親虫が PLRVに免疫のハクサイ (Brαs.

sicα pekinensis RUPR.) C)]葉I二で産出した子虫に，

PLRV が低率ながら移行することを報白した。

他}J， sowthistle yellow vein virus がその媒介ア

ブラムシ Hyperomyzuslαctucae L.の体内で増殖し

(DUFFUS， 1963 RICHARDSON and SYLVESTER， 

1968; SYLVESTER and RICHARDSON， 1969)，さらに

最近，このウイルスが低率ながら r虫に移行することが

S YLVESTER (1969)によって版行された。なおSYL-

VESTERはこれを tr加 sovarialpassageと認め，筆者

らの報告 (1966)に次ぐ第2例として扱っているc

筆者らは，保毒虫次代へのPLRVの移行のメカニズ

ムを知ることを知屈のIJ的とし，その前段階としてPL-

RVの子虫への体内的移行をさらに石極忍するために1566

年以降も克験を続けてきたので，その結果を報官する。

またこのウイルスの f係への移行が低率であることと関

連して，モモアカアブラムシのPLRV'こ対する保毒・

伝搬能力の個体差について，さらに保毒虫が飼育された

PLRVに免疫なハクサイ切葉から健全虫がウイルスを

*縞物病月下研究室
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獲得する機会の有無などについての克験結果をもあわせ

てのベる。

実験材料および方法

本実験に{共試したPLRVは前報(宮本・宮本， 1966 

a， b)と同じもので， 1963年にPLRVに権病し顕著な病

徴を呈していたジャガイモ(男爵)から健全なモモアカ

アフ事ラムシによって PhysαlisfloridαnαR YDB.およ

び~Datura tαtulαしに分離され，その後P.floridanα，

D. tαtulα，およびD.stramonum L.で継代されてい

るもので、ある。

健全モモアカアブラムシは1963年より PLRVに免疫

のハクサイ(野崎結球白菜)上で(ときに健全P.flori. 

d仰α， D. tαtula，むよびD.stramonumで機定)継代

飼育中のものである。保毒モモアカアブラムシは， 1967 

年夏までの克験においてはPLRV擢病P.floridαmあ

るいはD.strαmonumで継代飼育中のもの，あるいは擢

病P.floridanαおよびD.stramoniumの切葉から健全

虫によって PLRVを獲得させたものである。

1967年秋の神戸市への農学部の移転に際して，それま

で継代飼育中の保毒虫を令部殺虫したため (contamina司

tion~避けるために，\， 196昨以降の完験で用いた継代保

毒虫は，同年春に以前から保持されていた躍病P.florト

dα仰に健全虫をつけて継代を新たに開始したものであ

る。なあ健全虫および保毒虫を飼育している植物のポッ

トは，大型昆虫飼育箱にそれぞれ隔離し，その下面には

水を満し， さらに潅水は戸を開閉せずに網の部分より行

ない，アブラムシが出入する機会が全くないようにした。

なお供試した保毒親虫による2代子虫の産出，検:剖喧



神戸大学農学部研究報告

物への接種，殺虫後などの環境条件については， 1966---

1967年の実験と1968年以降の実験とでは異なり，それぞ

れ次のようである。すなわち1966~1967年の完験におい

ては，20~25"C および 8.5~100Cの温度条件下のものは

暗黒下で，また15"Cの条件下のものは蛍光灯昼夜点灯下

で，それぞれ2代子虫を産出させ， ~貨屯舶物への接種は

実験室内で個々にガラス円筒(上部をガーゼで封じ，下

部はポットの土中に約1cm埋めこむ)の中で行ない，殺

虫後は温室内の昆虫飼育箱で生育させた白また検定植す却

からの回収実験にむいても， f.共試虫の接種，殺虫後の検

定植物の生育などの環境条件も上記と同一である。なお

1968年以降の実験においては， 21~240C暗黒下(一部昼

夜点灯下)で2代子虫を産出させ，検定植物へはガラス

円筒内で接種し殺虫後は21~240Cの昼夜点士了ドで生育さ

せた。また回収完験においては室溢で接種，殺虫後は温

室に移して生育させた。

キ貧乏植物としては，いずれの実験においても1建全なP.

floridα仰の子葉2枚に本葉lまたは2枚の幼苗を用い，

供試虫は細い毛筆によって本葉に接種した。この接種虫

の殺虫には，硫酸ニコチン 500倍液を用いた。なおPL-

RVによるネ貨走植物の病徴発現の判定の規準は，感染後

比較的早し時期に接種時の本葉からはじまる期辰聞の明

瞭な槌緑と，これに伴なう著しい媛化のみとし， PLRV 

による他の病徴とされている葉の革質化，葉基部の杯状

化，葉両の捲きあがり，難問の琴曲化とねじれなどは，

植物の生理jえ態と関係して起こりうる可能性があると考

えられるためすべて除外した。

実験結果

1. 保毒親虫の産出 2代子虫への PLRV

の移行

A.冬季における実験

1) 20~250Cの温度条件下で産出された 2代子虫の場合

2ト 25"Cの温度条件下のハクサイ切葉上で， f呆毒無趨

胎生親虫によって産出された 2代子虫についての実験は，

1966年の11月から1967年の 1月まで、にTable1に示され

ているように3つの'却験が行なわれた。

克験1は24-XI-'66に中型シャーレ(内径13cm)5個

に，それぞれシャーレ一杯の耐責のハクサイ切葉をおき，

その上に保毒親虫を10， 12， 12，はおよび14匹移し，

1日後の25-XI-' 66から24時間(7回)， 48時間(5)，72

時間(1)， 120時間(2 )などの間隔で， 30日後の24-

XIl-' 66までに産出された 2代子虫 765匹を検定植物

171個体 (43セット)に接種した。これらの接種2代子虫
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は10日後に殺虫し，検定植物は約 2~3 カ月間生育させ，

病徴発現の有無を観察した。この結果，明瞭にPLRV

の病徴を示したのは30-XI -'66に検定植物5個体に2代子

虫15匹を接種した 1セットのみであった。 他の 2代子虫

樹財封直物では病徴は全く認められないか，または疑わ

しい程度であった。これらの結果を石信忍するために，そ

の後すべての2代子虫被接種植物について次のような凶

収実験を行なった。すなわち 2代子虫を接種したすべて

のP.floridα仰を切葉とし，個体別にシャーレ内におき，こ

れに健全虫をつけて2σcの温度条件下で48時間の獲得吸

汁を行なわせた後，新たな検定植物のf建全P.floridαnα 

幼苗lこ接種することによって凶収を試みた(回収の万法

は，本文においては以下すべて同じ)。その結果，次のよ

うな 2つのケースにおいて，按種約30日後にはPLRV

の顕著な病徴が認められた。その lはすでにのべたハク

サイ上 5~6日の24時間に産出された 2 代子虫15匹を検

定植物 5個体に接種したケースであり，その 2 は27~30

日後の72時間に産出された2代子虫4匹を検定植物4個

体に接種したケースである。すなわち，この2つのケー

ス以外は回収の結果もすべて陰性であった。

実験2は23問 XII-'66，こ保毒親虫を中型シャーレ 4個

のハクサイ切葉上に12，12， 12，および 20匹移し， 3日

後までの26-XIl-'66， 3日後から 5日後の 28-XIト

'66までに産出された 2代子虫80匹を，検'志木直伽5個体

( 5セット)に接種した。接種2代子虫は12日後に殺虫

し，検定植物は約2.5カ月間生育させた於明瞭な病徴

発現個体は認められなかった。この結果を確認するため

に，実験1と同じ方法で新たな健全P.floridα仰幼苗に

回収を行なった結果，次のような 1つのケースで2代子

虫の保毒・伝搬が確かめられた。すなわち，保毒親虫に

よってハクサイ上3日後から 5日後までの48時間に産出

された 2代子虫30匹を検定植物5個体に接種したケース

で，回収の結果30日以内に顕著な病徴が清蔵忍された。

実験3は7司 1-' 67に保毒親虫を中型シャーレ 4個の

ハクサイ切葉1:，こ10匹ずつ移し， 2日後の9同 1-'67か

ら48時間(4回)， 72時間(2)の間隔で， 14日後の21-

1-' 67までに産出された 2代子虫340匹を検定植物85個

体 (17セット)に接種した。これらの接種2代子虫は10

日後に殺虫し，ホ貨走植物は約2カ月間生育させたカミ明

瞭な病徴を示した個体は認められなかった。この結果を

磁忍するために，その後新たな健半 P.floridαm幼苗に

回収を試みた結果，次のような 3つのケースにおいて 2

代子虫がPLRVを保毒し，伝搬していたことがわかっ

た。すなわち，その lはハクサイ上2日後から 4日後の

48時間に産出された 2代子虫25匹を検定植物5個体に接
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Table 1. Infectivity in Myzus persicαe of second generation produced at 20-25
0

C on Chinese cabbage 

by potato leaf roll virus-carrying apterous adults. 

No. of sets infected / 
No. of plants in sets No. of aphids in sets 

Experiment 
No.of sets tested 

infected / No.of infected / No.of aphids 
plants testedぜ tested 

24-XI -'6Cホl
2 /43 9/171 19/7C5 

24-XII -' 6C 

23-X J] -' 6C 
2 1/5 5/25 30/80 

28-XJ] -' 6C 

3 
7 -1 -' 67 

3 /17 15/85 64/340 
2ト 1-'67 

Total 6/65 29/281 113/1185 

ホ1Second generation of aphids were produced by吋ruliferousapterous adults during these 

periods. 

*2 Physalis jtoridαnα. 

Table 2. Infectivity in lvlyzus ]Jersicαe of second generation produced at 15
0

C on Chinese cabbage 

by potato leafroll virus同 carryingapterous adults. 

No.of sets infected / 
No.of plants in sets No.of aphids in sets 

Experiment infected / No.of infected / No.of 
No.of sets tested plants tested場2 aphids tested 

29-XX IJ66el 
1 4/29 20/115 52/536 

2C-Xn -'6C 

23-xn -'6C 
2 3/14 15/67 53/243 

21-1-'67 

7侍 1-'67 
3 l/lC 4/79 15/315 

25-n -'67 

24・・.1-'67
4 0/ 5 0/25 0/111 

7 -II -' 67 

Total 8/64 ~)9 / 286 120/1205 

* 1 Second generation of aphids were produced by viruliferous apterous adults during these 

periods. 
"2 Physαlis floridαnα. 

干重したケースで、あり，その 2は4[1後:から 6H後:までの

48時間に産出された2代 f虫27匹を検ど植物5個体に接

手重したケースであり， さらにその3は6日後:から 9日f麦

までの72時間に産出された2代 f虫12匹を検点植物5個

体lこ接種したケースであって，いずれも凶収の結果顕著

な病徴が認められた。

以上のように 1966年11月から1967年2はにかけての20

~25"Cの溢皮条件ドにおt-tる克験にむいてハクガイ切葉

上で保毒親虫がj主出した 2代 f虫については，総{共試2

61 

代子虫118~， f6tど植物281f[母体 (65セット)による 3

凶の克験結果は，低率ではあるが保毒虫が見出された。

この保毒2代子虫の出現は， f民毒親虫のハクサイtJU長上
におけるu年Iltlの赤血品との本111羽はJ忍められなかった。

2) 15
0

Cの温度条件下で産出された 2代子虫の場合

1 5'C の~1JJ支条件ドのハクサイt)J葉 r:で保毒親虫によっ

て産出された 2代子虫についての克験は， Table 2に示

されているように 4lllJt二分けて行なわれた。

，対却験 l(はま2却9司句♂引.X犯X氾1-'剛欄耐耐駒
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ハクサイ切葉上lこ18および2促E移し， 24日寺間後の30-XI-

'66から24時間(4凶)， 48百寺間(4)，72日寺間(2)，96時

間(1)， 120時間(1)なと守の間隔で産出された 2代{-虫

536匹を， 27日後の26-X II -'66まで検定植物115個体

(2与セット)に接干重した。これらの接:手重2代f-虫は1211後

に殺虫し，検λ主植物は約2カ月I!wt::育させたカミ明瞭な

病徴が認められる個体はなかった。この結*を確認する

ため，その後新たな健全P.floridα仰幼苗にlnJ似を試み

た。その紡栄次のような 4つのケースで 2代{-虫の保毒

・伝搬が石室かめられた。すなわちその 1は，ハクサイ L

1711後から22日後までの 120時間に政出された 2代f-虫

10匹を検定植物5個体に接種したケースであり，その 2

は17日後から221l後までの 120時間に産出された 2代f-

虫15匹を検定柿物5個体に接種したケースであり，その

3は22U後から2511後までの72H与IHlに序UHされた 2代 f

虫22匹を怖心植物5個体に接種したケースであり， さら

にその 4は2511後から27H後まで、の48時間[こ産出された

2代 f虫 5匹を検'占植物5個{約二J針重したケースであっ

て，いずれも IJIJ~xの結県，顕著な病徴を Jjiわした。

実験2は23苧 XII-'66に保毒親虫を中型シャーレ5f回の

/、クサイ!;JJ葉uこ12，12， 12， 12，および10匹移し， 3 

1I後の26-X II -.'66から488与Illl(4ln])，728与問(2 )， 

120時間(1)， 240時IHl(1)などの間隔で産出された 2代

r虫243匹を29日後の21-1 -'67まで検占植物67個体

(14セット)に接種した。樹重2代 f虫は11U後lこ手触

し，険占植物は約2カ月間生育させたが，明瞭な病i故発

Jjt個体は認められなかった。その後新たな健全 P.flo-

ridαnα幼苗に1l1J収を行なった結果，この克験2において

も次のような 3つのケースにわ、いて， 2代子虫にPLRV

の移行が認められた。すなわちその 1は，ハクサイ J:(こ

移した直後から 3U後まで、の72時間に産出された 2代{-

虫16匹を検定植物5個体に接種したケースであり，その

2は7日後から12日後までの 120日寺間に産出された 2代

f虫22匹を検£植物5個体に接種したケースであり，さ

らにその3は12日後から15日後の72時間に産出された 2

代子虫1拡を検点植物5個体にJ針重したケースであっ・て，

いずれも凶収の結果顕著な病徴発現を確認した。

実験3は7-1-'67に保毒親虫を中型シャーレ 2f聞のハ

クサイ切葉土に10匹ずつ移し， 2日後の 9-1-'67から49

日後の 2~ -ll-'S7まで， 48時間(3回)， 96時間(2 )， 

240時間(1)， 288時間(1)， 4(;8時間(1)などの間隔で

産出された 2代子虫315匹を， ，f~Æ植物 79個体 (16セッ

ト)に接種した。 接種2代子虫は10日後に殺虫し，検定

植物は約2カ月間生育させたカミ明瞭な病徴発現個体は

認められなかった。その後新たな健全P.floridα叩幼苗
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に恒ù~xを試みた結果， 1つのケースにおいて 2代子虫の

保毒・{謝肋溜められた。すなわちノ、クサイ上6[1後か

ら10日後の96時間に産出された 2代子虫15匹を』あ主植物

4個体に接種したケースで，凶収の結果顕著な病j故発IJL

が~i認された。

克験4は24-1 -'67に保毒親虫を中型シャーレ 2個の

ハクサイ切葉tに15むよび20匹移し， 311後の 27-1-

'67から14Il 後の 7-II -'67まで， 728ギI:lJ(1 ll1J) ， 96時

間(1)，および168日、初日(1)などの/I~隔で、産m された 2

代子虫 111匹を枕屯植物25f団体(5セット)にJ封重したO

接種2代 f虫は1011後lこ手史uし，検定植物は約1.5カJj

間生育させ，病徴発現の有無を観察した杭明瞭な病{設

を認められる個体はなかった。その後金t尉射動員物から

新たな健全P.floridanα幼苗lこlr叫文を試みたが，この夫

験4では保毒親虫から 2代子虫へのPLRVの移行を示

す伊山土J忍められなかった。

以上のように15"Cの副支条件下でハクサイ切葉わ主出

2代子虫につしーでは，総(共試2代子虫1205匹，岐本植物

286f国体 (64セット)による 4lJlJの夫験結果においても低

率ではあるカ守以毒虫が認められた。 なお， 20~25"C のj品

1支条件ド産出 2 代f-虫の場合よりもやや I~'rj率に出現する

傾向がJ忍められた。またこの保毒2代子虫の出現は， 20 

~250Cの溢度条件ドの場合同様， f民毒親虫のハクサイ切

葉上lこおける時間の尚品との相関は認められなかった。

3) 8.5~10oCの温度条件下で産出された 2代子虫の場合

8. 5~lOoC の油支条件ドのハクサイ!;JJ葉上で保毒，視虫

によって産出された2代子虫についての克験は， Table 

3に示されているように 3凶の克思貴が行なわれた。

夫験lは2ιXI-'66に保毒視虫を中型シャーレ 5個の

ノ、クサイ切集上に10，10， 12， 12，および13匹移し 1

日後の25-XI-'66から28日後の 22-XII -'66まで， 24日寺

間(6 L~lJ)， 48時間(3)，728手間(2)，96時間(1)， 144 

時間(1 )なとoの間隔で産出された 2代子虫 196匹を険

定植物60個体 (14セット)に接種した。 接種2代 f虫は

10 日後に殺虫し，中あrË植物は約 2.5~3 カ月間生育させ

た杭明瞭な病徴発現j固体は認められなかった。この結

果を石転恋するために新たな健全P.floridαnα幼苗にlo]収

を試みた結果，次のような 3つのケースで2代子虫の保

毒・{赴般が認められた。すなわち，その 1はハクサイ上

に移した直後から24時間に産出された2代子虫5匹を怜

定植物3個体に接種したケースであり，その 2は13日後

から16日後までの72時間にl宝出された2代子虫22匹を険

定植物5個体に接種したケースであり， さらにその 3は

20日後から22日後までの48時間に産出された2代子虫6

匹をホ貨よ主植物5個体に接種したケースであって，いずれ
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Table 3. Infectivity in Myzus periscαe of second generation produced at 8.5-10
o
C on Chinese 

cabbage by potato leafroll叶rus-carryingapterous adults. 

No.of sets infected / 
No.of plants in sets No.of aphids in sets 

Experiment 
No. of sets tested 

infected / No. of infected / No.of 
plants testedホ2 aphids tested 

24悶 XI-'6C *1 
l 3/14 13/60 33/196 

22ωXII -' 6C 

23-XII -' 6C 
2 3/4 14/18 49/64 

7 -1 -' 67 

7 -1 -' 67 
3 1/5 5/21 7/48 

8悶 II-' 67 

Tota! 7/23 32/99 89/308 

* 1 Second generation of aphids were produced by viruliferous apterous adults during these 

periods. 
.Z Physαils floridαnα. 

も凶収の結果顕著な病徴発現が認められた。

夫験2は23-XII-'66に中型シャーレ 5個のハクサイ

切葉上に保毒親虫を12， 12， 13， 14，および15匹移し，

5日後:の28叩 XII-'96から15tH麦の 7-1 -'67まで488寺間

( 1凶)， 72時間(1 ) ，および120時間(2 )の間隔で，

産出された 2代子虫64匹を検ど植物18個体(4セット)

に接種した。接種2代子虫は12日後lこ触し，検忘植物

は2.5カ月後まで生育させたが，いずれの個体からも顕

著な病徴は認められなかった。その後新たな健全P.110-

ridanα幼苗に[ri]~Xを試みた結果，次のような 3 つのケー

スにおいて 2代f-虫の保毒・伝搬カ市在かめられた。すな

わち，その lはハクサイ上に移した直後から 5日後まで

の 120時間に産出された 2代子虫25匹針貨占植物5個体

に接種したケースであり，その 2は5U後から 7日後ま

での48時間に産出された 2代子虫19匹を検宅植物5個体

lこ按精したケースであり， さらにその3は12日後から15

日後までの72時間に産出された 2代子虫 5匹を検定植物

4個体に接種したケースであって，いずれも凶収の結果

顕著な病徴を現わした。

長験3は7-1 -'67に中型シャーレ 2個のハクサイ切

葉上に保毒親虫を10匹ずつ移し 4日後の11ート '67か

ら32日後の 8-ll時 '67までの間， 72時間(ll[lj)， 96時間

(1)， 240時間(1 )，および528時間(1)などの間隔で

産出された 2代子虫48匹を検'λヒー植物21個体(5セット)

に接種した。接種2代子虫は10日後に殺虫し，検定植物

は約2カ月後まで生育させたが，いずれの個体からも顕

著な病徴は認められなかった。その後新たな健全P.110-

ridα叩幼苗にl此収を試みた結果， 1つのケースにむいて
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2代子虫の保毒・{云搬が確かめられた。すなわちハクサ，

イ上に移した直後から 4 日後までの96時間に8~出された

2代子虫7匹を中貨点植物5個体に接種したもので、，凶収

の結果顕著な病徴を現わした。

以上のように 8.5~1σcの溢度条件ドでハクサイ w某:

上保毒視虫による産出2代子虫については、総供試2代

子虫 308匹，検Æ:植物99個体(23セット)による 3 凶の)~

験結果においても低率ながら保毒2代{-虫の存在が認め

られた。この保毒2代子虫の出現は， 2u---25'Cおよび15

℃の品度条件:ドの脱出2代子虫の場合に比してやや尚率

となる傾向が示された。また， f足毒，観虫をハクサイ W~

上に移してからの時IIJlのキお品と保毒2代子虫出掛とのIIIJ

には， 干特、与F月附別|リjほな本制相H関が認、められなしい¥，1

おお「けるI揚合と|同4十茶でで戸あつたO

B.夏季から冬季にかけての実験

この項にのべる)f験は， 1968年7月以降に行なわれた

もので，神}i rii転人{創建全虫をPLRV擢病P.flori岡

山聞につけて新たに継代を開始したものを保毒虫とし

て供試したこと，むよび接種中，接種後の約3カJj111121 

~240C の?1JJ支条件ドで生育させたことなど， )三島知寺の条

件カ'1967年以前のそれと著しく異なっている。

以下にのべるj場責はTable4に示されているように，

1968年7月からIri]年12はまでの， とくにこれまでで、(保込毒説

虫の 2代(

夏季に皐点をむいて， 6凶の克験が行なわれた。なむこ

れまでの克験車内*において， f民毒親虫から 2代子虫への

PLRVの移行の比率が低いことから，この現泉が{米毒

親虫の個体の特|生によるのではないかとの西山車から， )~ 
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Table 4. Infectivity in Myzus ]J(' rsic(I(' of second generation produced at 2ト24
0
C on Chinese 

cabbage by potato leafroll virus-carrying apterous adults. 

No.of set s infccted / 
No.of plants in set s No.of aphids in sets 

Experiment 
No.of set s tested 

infectcd / No.of infected / No.of 
plants tested配 aphids testcd 

2 -vn -' 68*1 。/11 。/27 0/41 
6 -vlI -' 68 
23-vn -' 68 

2 0/48 0/101 0/758 
10-¥'1lI-'68 

8 -VITI -' 68 
札/27 0/90 。/753

22-vm -'68 

23-vm -'68 
4 。/15 。/42 。/135

;) -IX-' 68 

5同 X-'68
5 0/28 0/81 。/351 

18-X-'68 

25-XI -' 68 
6 0/25 0/69 0/ 207 

11-XII -' 68 

Total 0/154 。/410 0/ 2343 

* 1 Second generation of aphids were produced by viruliferous apterous adults during these 

periods. 

* 2 Physails (loridana. 

15実 1 以外では，すべて件fÅ~f}~;脱出により pi'UH された 2 代

(-!.hの f~t語のイl，~t~ を fl古川 IJ に追跡、した。 さらに夫験8と夫

15食』で、は'''J品条i'l"-ド(8 }j のhtlf心ib山主41~440C)の弘

主i人]で、継代飼育q1のfÅ~ tt~;脱出を， 21~240C のj山支条f'I:ド

の!((iUJ、JP.(lorパidαnαU切J虫5三U二J上:に 5l什Itむjよび:20111問i日出I日iむいた後.

ハクサイ U切H能定に移して 2f代に f

x験 l(は土 iJιl4よ2ま主士主:↓件内人付j でで、PLRVW程駒2到~J.ム丙、~P. (lvridαnα-':継代制

有11'の保ds，観虫を 2-VIl-'68 に21~240Cのj品度条í'1二ド

のノ、クサイ t)J集に移し 4日後の 6-VIト'68まで、に序:

mされた 2 代 r!l~ を険，;jJu荷物に接極した。 持組2代(-虫

は10日後に殺虫し，十貨λ主植物は約3カ月間生育させたが，

Il}j日京な病徴を発現せず， さらにすで、にのべた }j~去による

[nJ収'j~，験の結束も陰性で、あった。

実験2は出温条件下にある温室内で継代飼育中の保毒

脱出を23-VII -'68 に21~240C の温度条件下のシャーレ

6個のハクサイ切葉上に 6匹ずつ移し， 2 [j後の25-VII

-'68から18[]後の10-VIII同 '68まで， 24時間(3 ~IJ)， 48 

u年/111(6)， 72U寺laJ(1)などの間隔で，産出された 2代

子虫を検定植物に接種した(同一シャーレ内で産出され

たr虫を同ーネ貨右植物'，fi:l]--.ポットに接種)。 さらに匝トa

保毒親虫群からの産出子虫群の保毒の有無を追跡するた
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めに，上記 2 代子虫は接種8~10日後に再び新たな検Æ:植

物に移しかえ接種を行なった。この時期には 2代虫はす

でに親虫になってむり，これらによって検定植物上で産

出された 3代子虫は殺虫された。その後検占植物は 2~

3カ月!日1生育させたが，第 1次むよび第2次被接種組物

のいずれにも病徴は現われなかった。これらの結果を確

認するために第 1次被接種植物全個体につpてf日個i同司}月叩別j引川|リ山lれlにこコl口

収克験を行なつたが，顕著な病徴発現個体は皆無であっ

た。すなわち，この克験2においても 2代子虫にPL-

RVの移行はなかったものと判定された。

'Æ験 3 は rS~i品条件下にある温室内で継代飼育中の保毒

親虫を， 3-VIII-'68 に21~240Cのj副主条1'1"-ドに移し，

8司 Vll1-'68までの 5日間そのまま擢病 P.(loridαna1;JJ 

葉上においた後，同じj品度条件下でシャーレ 7個のハク

サイ切葉r:(こ5および10匹ずつ移した。これらの保毒視

虫カヵ、クサイ.1-.5[J後の13-V II 1 -' 68から14U後の22-

VIIト， 68までに産出した 2代子虫を， 48時間(1凶)， 

72時間(1)， 96U与問(1)，および12佃寺問(1)の間隔で，

検定植物に接種した。接種 2代子虫は 9~17日後に再び

新たな検定植物に個別に移しかえ接種を行ない，これら

は 4~6 日後に殺虫された。第 l 次および第 2次被接種
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植物は，その後 2-3カ月間生育させたが，いずれの植

物にも病徴は認められなかった。これらの結果を確認す

るために，第 l次被掠極の全植物から新たなft点字直才勿lこ

i司収を試みたカ1約 2.5カJj後まで病徴発羽個体は認め

られなかった。 結局この克験3においても， 2代子虫の

保毒.fit般はなかったものと判;占された。なおハクサイ

切葉上の保毒親虫の険λ主として，ハクサイ上111!後の親

虫を地主植物I:j:射重した結果，いずれもPLRVを{オ般

しなかった。

克験4は出'ji品条件ドの溢室内で継代飼育中の保毒虫を

3 -VIII -'68に21-24"Cのj副支条件ドに移し， 23-VIII 
-'68までの20日開催病P.floridana !:]J葉上にむし吃後，

ハクサイ !:]J葉上に移した。これらの保畠腕虫妙、クサイ

上4U後の27悶 VIII-' 68から llL1後の 3-1 X -' 68まで

に産出した 2代 f.虫を， 72時間(1凶)および96時間

( 2 )の間隔で検:占植物に接種した。 これらの播種8-

11日後に上記2代 f-虫をさらに新たな』貨ど+自午却に個別に

移しかえ接種し， 5H後に殺虫した。 この第 1次および

第2次被接種植物をその後約2カ月I1fl生育させた於病

徴発現個体はなかった。これらの結果を確かめるために，

第l次十尉妾種植物全個体から新たな健全P.floridαnα幼

苗に住lJ~又を試みたが， 2.5カ月後まで病徴発JJo1同体は認

められず，この夫験4においても 2代子虫の保点・伝搬

はなかったものと判定された。

実験5はほぼ高i品条件ドを過ぎた秋に行なわれたもの

で 5司 X-'6侃8にj溢品室内で

24
0

Cのj温晶度条件件件←下のハクサイ切葉上上:Iにこ移し， 3 1I後の 8

-X-' 68から13U後の18-X-' 68までの聞に産出された

2代子虫を， 72時間(3回)むよひ96時間(1 )の間隔

で十貨点ホ直才勿に接:手重した。 この接i手重7-12LH麦にJ-.Je2 {~ 

f虫をさらに新たな検定植物に個別に移しかえ抜種し，

'4 [-j後に殺虫した。この 2 代r-rt~の第 l 次および第 2 次

被接種植物は，その後約2カ月間生育させたが，病徴発

現個体はなかった。これらの結果を石挺忍するため，第 1

次被接干動直物から新たな健全P.floridαnα幼苗に [81~x を

試みた爪 2カ月後まで病徴発現個体は認められなかっ

た。すなわちこの夫験5においても陰性の結果のみが得

られた。

克験6は溢室内継代飼育中の保毒親虫を25-XI -'68 

に21-24
0

Cの温度条件ドでシャーレ 61岡のハクサイ切葉

上に 1，3， 5匹ずつ移し 2日後の27-XI-'68から

16日後の 11四 XII-'68まで、に産出された 2代f-虫を， 48 

時間(2 [口])， 72時間(2)，96時間(2 ) の間踊で険定植

物に接種した。さらに約半数のセットでは，この接種6

-10日後に上記 2代子虫を新たな検屯植物に個別に移し
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かえ接種した。この第 1次むよび第2次被接種植物は，

その後2-3カJj間生育させたが，病徴発現個体は認め

られなかった。この結果を確認するため第 1次被接種植

物何回体から個別に新たな健全P.floridαm幼苗に恒!収

を試みたカミ約1.5-2 カ ~j後まで顕著な病徴発現個体

は全く認められなかった。すなわちこの克験6において

も 2代 r-虫へのPLRVの移行はなかったものと判之

された。なむハクサイ !;})J剣士の保毒親虫の検λ主の結*は，

ハクサイ1-.8IIf麦の3匹中2匹が， fpJじく 12[!後の 2匹

中2匹均三さらに161I後の 6匹中 1匹が総定植物lこPL-
RVを{式描2した。
結}.jj1968if7月から12月にかけて21-24

0Cのj山支条件

下ハクサイ VJ葉 i:でイ民乱視虫によって出l'.された 2代子

虫の保毒の右無を知るために行なった 6つの児験は，総

f共試2代子虫(第 1次接種のみ)2345匹，総{共試検定植

物4101国体(154セット)をHl~)て行なったが，すべて陰

↑生の車占w:のみが{号られた。

II.保毒虫飼育ハクサイ切葉から健全虫のPL-
RV捜得の有無

既知(山本・山本， 1966a， b)および前述の1966-1967

年冬季に行なった克験にむいて， PLRVに免疫のハクサ

イ切葉上で、保毒親虫によって点出された 2代子虫が低率

ながらPLRVを{民主在していることがJ忍められた。この

現象が真の transovarialpassageによるものであると

いう直接証明を行なってし吐い.fJtf交階では，日1RHARDT

and SCHMUγrERER ( 1965)が報告した現象(すなわち

保毒虫と|司 a人[飼料上で吸汁していた健全虫の少数が

保毒虫になったという)が事完であるとすれば，ハクサ

イ切葉Lで、産出された r-虫がPLRVをそ¢切葉から獲

得する機会が全くないとはいえないかも知れな p。しか

しこの点については，筆者らの1966年の報告において，

12"Cの温度条件下のハクサイ切葉上で，保毒親虫によっ

て産出された 2代 1令子虫を，産出直後に新ししEハクサ

イ切葉に移しかえ，計5日間ハクサイ上で宮司育したのち

検点植物に接種した結果，それらの 2代子虫にも保毒虫

が認められたことから否定的に与えた(宮本・宮本，

1966b， Table 8)口

以ドにのべる克悪釦ム{呆毒虫を多芸文京司育したハクサイ

-!:jJ葉から健全虫がPLRVを獲得することがあるかどう

かをさらに確かめるために，出来る限り多数の保毒虫を

也知j問ハクサイ切葉上で飼育したのち完全に除去し，

次にこの切葉に健全虫をつけて，そこから健全虫がPL-
RVをj隻併するかどうかを』貨心4直午却によって調べた。

すなわち 8.5-10
0C，15

0C， 20
o
C，および25"C灯、J:の
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Table 5. Infectivity in Myzus persicae fed on Chinese cabbage on which 

potato leafroll virus-carrying aphids were previously reared. 

Feeding on Chinese Feeding on Chinese 
Feeding on test Acquisition of virus from 

cabbage (A) by viru- cabbage (A) by virus-
plants by aphid Chinese cabbage (A) by 

liferous aphid (B) 
free aphid (C) after 

( C) aphid (C) 
Experi時 removing. aphid (B) 

ment 

Temp. Period Temp. Period No. of aphids 
No. of plants Results of 
infected / 

(OC) (hr. ) (OC) 

1 I J an. '67 8.5白 10 264 8.5-10 

2 Jan. '67 15 96 15 

3 Jan.'67 15 96 15 

4 Jan. '67 15 ]68 15 

5 Feb. '67 15 192 15 

6 Dec. '66 20 48 20 

7 Dec. '66 20 96 20 

8 Feb. '67 20 168 20 

9 July '67 > 25 72 > 25 

10 July '67 > 25 168 > 25 

*Physαlis floridα仰.

j占む支条件ドで，内径13cmの中型シャーレlこハクサイ切葉

をおき，そのl面積に応じて擢病P.flοridαnαJ:継代飼育

中の保毒虫を出米る限り多数(シャーレ 1i国に30匹以上

60匹まで)を移して飼育した。 Table5に示されている

ように， fほ毒虫を 8.5~10oCの品度条件ドではハクサイ

t)J葉上11[] 1k1，15'Cの辿支条件ドでは4~ 811111].2びCの

品度条件下では2~ 7U ml. 25'C以上の品室内で生育中の

ハクサイでは 3~7 UI閉それぞれ飼育したのち，ハクサ

イ上から完全に除去した。次にそれぞれの保毒虫を飼育

した時と|司じ溢度条件ドで上述のハクサイ切葉上に健全

虫を多数移し， 8.5~lOoC のj品皮条件ドでは 8 UIH1. 15 

℃のi副支条件ドでは 2~ 7 U IHl， 20
0

Cの品皮条件ドでは

2~5 日間， 25'C以上のj山支条件ドでは 2~7 HIl日獲得

吸汁させた後，検定植物にそれぞれ接種した。この結果，

PLRV病徴発現個体は全く認められず，さらに確認の

ために全植物について個別に凶収を試みた結果もすべて

陰性であったc‘

(hr. ) 

192 

48 

168 

48 

96 

48 

72 

120 

168 

48 
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(C) tested No. of plants 
recovery 

tes ted * 
tes ts事

60 0/17 o / 17 

160 • 0/40 o j 40 

105 o / 15 o / 15 

73 0/20 0/20 

130 0/32 0/32 

40 o / 15 o / 15 

42 o / 12 o / 12 

52 o / 14 0/14 

150 0/30 0/30 

50 o / 10 o / 10 

実験数カヨヒ車効V少いので断定的な結論を下すに至らな

しk於以上のようにかなり多数の保毒虫を飼育したハク

サイ切葉から健全虫がPLRVを獲得することはないと

いう結果が得られた。

盟.モモアカアブラムシのPLRV保毒(獲得)

・伝搬能力の個体差

前項の実験結果の範囲では，多数の保毒虫を飼育した

ハクサイ切葉上から健全虫はPLRVを獲得することは

ないものと考えられる。このことから保護槻虫によって

ハクサイ上で、産出される 2代子虫の中に保毒虫が存在す

ることは， PLRV利呆毒親虫から体内的に次代子虫に

移行するものと推定される O しかし 2代子虫の保毒虫率

は低く，この原因はモモアカアブラムシのPLRV保毒

.イえ般能力の個体差にも一因があるかも知れないとの観

点から，次の実験を行なった。
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Table 6. Transmission of potato leafroll virus to Physαlis floridanαseedlings by Myzus persicae 

individuals allowed to feed for different periods on infected plants. 

Experiment 
Virus-source plants and ac-

No. of aphids tested *2 
No. of aphids trans-

quisition feeding pe riods削 mitted virus (%) 

1 Nov.'66 D. stramonium， 24 hr. 
12 nymphs 10 (83.~) 
3 apterous adults 2(66.7) 

52 nymphs 21 (40.4) 
2 Oct. '66 D. strl1monium， 48 hr. 13 apterous adults 4 (30.8) 

5 alate adults 2 (40'.0) 

3 Oct. '66 D. strαmonium， 96 hr. 10 nymphs 10 (100) 

4 June'67 P. floridana， 48 hr. 28 nymphs 17 (60.7) 

5 Nov.'66 P. floridαnα， 72 hr. 13 nymphs 12 (92.3) 

6 June'67 P. floridαnα， 144 hr. 27 apterous adults 26 (96.3) 

7 July'67 P. floridαna 
16 nymphs 12(75.0) 

5 alate adults 2 (40.0) . 

8 Aug.'67 P. floridαnα 
25 nymphs 25 (100) 

7 apterous adults 6 (87.5) 

9 Dec.'68 P. floridαnα 24 nymphs 24(100) 

10 Nov.'69 P. floridαna 12 apterous adults 12(100) 

11 Mar.'70 P. floridαna 
8 nymphs 8 (100) 

15 apterous adults 14 (93.3) 

*1 Acquisition feeding， in the experiments 1-6. were made on excised leaves of infected 

plants. Aphids used， in the experiments 7 -11， were previously reared on infected 

plants in a green house， 

事 2Single aphid was placed on each test plant and was allowed to feed fcr 72 hours 

Table 6に示されているように， 1966句10月から1970

年3月にかけて11回の克験が行なわれた。実験Iから 3

までは健全虫のPLRV獲得源を擢病 D.stramonium 

切葉とし，獲得吸汁を25'Cの溢度条件下で24時間， 48時

間，および96時間とし，胎生2~4令子虫，鰯割合空淵

虫，および有麹胎生親虫の保毒・伝搬能力を調べた結果

各克験問でイ云搬虫率は種々であったが概して低率で、あっ

た。しかしこの結果はアブラムシのPLRV保議イ謁般

の個体差を示すものではなく，ウイルス源としてD.st・

ramoniumを用いたことによるものと忠われる。

実験4，5， 6は健全虫のウイルス獲得源を擢病P.
floridα仰切葉とし，獲得吸汁を25'むのi晶度条件下で48

時間， 72時間，および144時間とし，胎生 3・4令子虫

67 

および無麹胎年親虫の保毒・伝搬虫率をみた。この結果，

実験1~- 3の場合と異なり，より高い保毒・{オ般虫率が

示された。

実験7から11までは，溢室内の擢病P.floridana上で、

継代飼育中の胎生 2~4 令子虫，無麹胎生親虫，および

有捌昨親虫を無作為に選んで，それらの保議・{浦安虫

率を調べた。この結果，有捌台生親虫の保毒・伝搬虫率

が低いことカ清志められた以外は，胎生子虫および無週胡台

g:親虫のそれはかなり高率であって，擢病P.floridα仰

上継代飼育虫lこはPLRV保毒・伝搬能力の個体差はな

いように忠われた。
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考 察

筆者らは既報(1966a，b) において，初夏から翌春ま

での10カ月にわたる克験の結果，冬季 (11月 ~2 月)に

のみPLRV保毒無麹胎T親虫によって同ウイルスに免

疫のハクサイ切葉町、産出された 2代子虫に， PLRVが
低率ながら移行することをのべた。アブラムシの胎生虫

においてはJ保毒親虫からその次代子虫にウイルスが移

付する日J能性は十分推察されるものの，このような現象

はこれまでに筆書らの報官むよびSYLVESTER (1969) 

のSYVVについての報告があるのみであるO

上記の現象をさらに確かめるために実験を重ねた結果，

種々条件が異なり単純に比較できない要素を含んではい

るが，結果的には前報と同じく夏季の夫験では保毒親虫

から次代子虫へのPLRVの移行は1f列も認められなか

った。しかし冬季における実験では， 20~25'C， 15
0
C， 

および8.5~10oCの 3 つの溢度条件下においてハクサイ

CJJ葉上で、産出された 2代 f-虫に低率で、はあるが，それぞ

れ保毒個体が存在した。この保毒2代 f虫は， 8.5~10 

OC > 15'C >20~25'C とより低し可由主条件ト-で、庄出された

r虫[こ上回知サ高い頻度で出現する傾向が認められた。さ

台に上記3つのi副主条件ドのいずれにおいても，保毒2

代子虫のJlit出と保毒親虫のハクサイ切葉上での時間の経

過とのやtI関は見出されなかった。

以上のように冬季にむける苅験においては 2代子虫

の保毒がJ忍められたわけであるが これらの保毒2代r
虫は，規虫からPLRVを体内的に受け継ぐのではなく，

それら前宅出されたハクサイ切葉からPLRVを獲得す

る可能性があるかもしれないのて この点を調べた結果，

すべて陰性であった。この結果および前述の保毒2代子

虫の応出と保毒親虫のハクサイ CJJ葉I二で、の時1mの五む品と

の本111埼がないことなどを号[惹して， f民謹諒見虫からPLRV

が次代 f虫に体内的に移行するものと解釈したPo

より1fulni.の1辛子条件ドにおいて保毒2代子虫の出現率

が上国交fI'~rÚjl ¥と Pう現象については，種々l!;察すべきrUJ

)ffiがあるように忠われる O その 1っとして，モモアカアブ

ラムシの無麹胎'1:雌虫を15
0
C，20

o
C，むよび25'Cの極度

条件二ドで飼育した場合の胎児を比較すると， 15
0Cのj副主

条件ドにおいては，より r~Il(品の20
0

Cおよび25'C の条件ド

に比して胎児がより大きいという(謝礼 1964)。 このこ

とは15'Cのj品皮条件ドでは，胎児が産出される期間がよ

り長い すなわちより長時間胎児が親虫の体内にとどま

るということであろう O またこのことと|喝j虫して15'Cの

品U支条件ドの飼育では， 2σcおよび25'Cの条件ドに比し

て加盟月在I~雌虫 1匹 1 りのJ!f r虫数が肢も少いこともi明

らか(こされている (l5'Cで54.3，20
0
Cで95.7，25'Cで85.5)0

以上のような温度条件と胎児の親虫胎内での生育との関

係と， f呆毒親虫産出2代子虫へのPLRVの移行がより

低品条件下の産出 2代子虫に比車交的多い頻度で泡るとい

う現象とは， fnJらかの関連があるように忠われる。

{呆毒2代子虫の出現が低率で、ある点より 2代子虫が

保毒になるかどうかは，その親虫または 2代子虫の個体

の生t割引争|生，あるいはウイルスに対する親和性の相違

によるのではないかとの仮定のもとに行なった1968年夏

季から冬季にかけての夫験では 2代子虫を個体日IJに

(T宅出親および産出時別に)移しかえ接種して追跡調査

したカヘ保毒2代f虫が全く出現しなかったためにこの

試みはすべて失敗に終った。

また保毒2代子虫が低率にしか認められないことと関

連して行なったモモアカアブラムシのPLRV保毒(獲

{号)・伝搬能力に対する個体差については，克験のケー

スによって結果は種々であるが，しかし本質的にPLRV

に対する上記諸能力の個体差と認められるものではなく，

むしろ実験時における環境条件をも含む種々の条件の相

違を反映しているものと解釈したい。すなわち， PLRV

に対して筆者らが快試しているモモアカアブラムシの中

には，本質的な個体の特性iをもつものはないと考えられ

る。

なむ保毒2代子虫の出現が低率であるということは，

PLRV カ守~毒親虫から 2 代子虫に体内的に移行すると

いうことを必らずしも否定するきめてになる現象ではな

いと!忍われる。すなわち{也のウイルスwoundtumor vi-

rus を媒介虫の腹腔に注身すすると 50~80%の虫がウイル

スに全身的に感染するが，実際に植物にウイルスを{え般

したものは50匹中わずか 2匹であったという例も知られ

ているから?ある。

次に既報および本報の克験において共通する重要なこ

とは次の点のように忠われる。検定植物上におけるPL-

RV病徴に対する筆者らの厳密な規準によると，すでに

克恵食品古来の項でのべたように，ただ 1つのケースを除い

て 2代子虫を接種した検定植物はしばしば延点を示し

ながらも顕著な病徴を現わさなかった。これらの 2代子

虫被接種植物から健全虫によって獲得吸汁させ，新たな

健全P.floridαm幼苗にl口l収した結果，顕著なPLRV

の病徴発現個体が低率ながら得られ，このJJu;によって

すべての保毒2代子虫の確認が行なわれたのであるO

本来PLRVの保毒モモアカアブラムシ体内における

ウイルス j農)支は{~~く， PETEI{S (1967)によれば aphid

macerates にむける面持希釈|生は1:100で感染|生がある杭

1 : 1ω0では60個体の植物中 1個体のみが感染したとl¥

う。このことと関述して， f呆毒親虫によって1m出された

。。
ハ
h
u
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ばかりの2代子虫がPLRVを体内的に受け継いだとし

ても，高温度のウイルスを受け継ぐとは考えにくく，非

常に低漉度のものと推嬢される。 1つの仮定として次の

ように考えられる。 2代子虫が親虫から受け継いだPL-

RVが非常に俄農度のために，接種された検定植物の感

染が完全に成立する以前に被接種葉か官民落したり老化し

てしまう場合などが考えられる。またわずかな増殖が一

時的に起ったとしても，全身的に移行，増殖するに至らぬ

中に検定植物の生長が先行して老化し，回収しでもとり

出せる程に至らない場合なども考えられる。他方，検定

植物からの回収により顕著な病徴が認められたケースに

ついでは以下のように考えられる。すでにのべたように

保護親虫によってハクサイ切葉上で産出された2代子虫

は，極めて俄農度にしかPLRVを受け継いでいないと

推察されるので，この非常に俄農度のPLRVが検定植

物に接種されでもその後のウイルスの増殖，移行は遅々

としたものと考えられる。しかも検定植物は時間の経過

とともに次第に老化し明瞭な病徴を手瞥見するには不適当

な生現状態となるために，検定植物上で顕著な病徴を観

察することが困難となる。このような明瞭な病徴発現が

認められない植物から健全虫により瀦尋噺十させて新た

な検定植物幼苗に回収すると，全身的にある程度増殖し

ている植防からは新たな検定植物幼苗lこPLRVが回収

され，植物が若いために顕著な病徴カ理見われるものと考

えられる。

媒介モモアカアブラムシ体内でのPLRVの低漉度は

いうまでもない杭 PLRVの最良の検定捕物とされて

いるP.floridα仰においでさえ，顕著な病徴を呈してい

てもウイルス漉度は常にかなり低いことが知られている。

冬季に保護虫の接種により感染したP.floridα仰におけ

る初期の病徴発現の杭態は次のように観察される。子葉

の次に最初に出た本葉に保毒虫によってPLRVが接種

されると，ウイルスはそこでのみ感染・増殖するかのよ

うにその 1葉のみでi蹴が基部から除々に全葉に及ぶ。

次いで底上の，次に出た本葉にi齢制泡こり(ウイルスの

全身的な移行はもっと早く行なわれているであろうが)，

その葉でまた定着・増殖するかのようで， PLRVの全

身への拡大，増殖は遅々と Lているように思われる。と

くに飾音尚昆織において固定的に定着し増殖するζのウイ

ルスでは， barley yellow dwarf YIrusの場合 (Ro・

CHOW and BRAKKE， 1964)と同様に，全植物体内で

の幾何級数的な増殖の拡大は考えられない。

摘 要

第9巻第 1・2号

によってPLRVに免疫のハクサイ切葉上で産出された

次代子虫に， PLRVが低率ながら移行することをのぺ

た。この現象をさらに確認するために実験を行なった。

19俗年11月から1967年2月にかけて20-:おむ， 15'C， 

および8.5-1陀の3つの温度条件下で， PLRV擁病

P. floridafWで継代飼育中の保議親虫によってハクサイ

切葉上で産出された 2代子虫についての実験においては，

いずれの温度条件下でもそれぞれ低濯ながら 2代子虫へ

のPLRVの移行総意められ， 8.5-1(1む>15む>2ト

25'Cとより低い温度条件下ほどその頻度は比較的高かっ

た。なあす呆毒2代子虫の出現と，保毒親虫がハクサイ切

葉上で時お晶した時間の長短との相関は認められなかった

(Tables 1. 2 t 3)。

既報および上述の実験とは現境条件その他の相違はあ

るが， 21-24
0

Cの温度条件下で産出された 2代子虫につ

いて1~年 7 月から 12月にかけての主に夏季に重布、をお

いた実験では，既報の結果と同様に2代子虫の保毒は認

められなかった (Table4)。

保毒虫をハクサイ切葉上で多数餌育した後これらを完

全に除去し，同じハクサイ切葉上に健全虫を多数つけ，

これら健全虫カカマサイ切葉からPLRVを衝号するか

どうかを調べた結果t PLRVを獲得した個体は認めら

れなかった (Table5)。

筆者らの飼育しているモモアカアブラムシについて，

PLRV獲得，保毒，伝搬能力についての個体差の有無

を調べた結果，とくに固定的な個体の枠性をもつものは

ないと考えられた (Table6)。

保議親虫から 2代子虫へのPLRVの移行が低率であ

ること，より低い溢度条件下において比車交的頻度が高い

ことなどの理由.および虫体内ウイルス溝度と検定植物

における病徴発現との関係などについて考察した。
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Summary 

Aphid-borne circulatory-propagative viruses have been considered not to be transovarially passed. 

The present writers (1966) have reported previously that a small number' of viviparous nymphs of 

Myzus per sicαe SULZ. produced by potato leafroll virus (PLRV) -carrying apterous adults reared on 

detached Ieaves of Chinese cabbage immune to PLRV were infective in some experiments carried out 

in winter months. Quite recently Sylvester (1969) has reported that he obtained evidence for a Iow 

amount of transovariaI passage of sowthistle yeIlow vein virus to nymphs of the aphid vector Hyper-

omyzus lactucae L.， and that the rate of transovarial passage among all nymphs produced was esti-

mated to be approximately 1 %. In order to make more certain of the relationship between PLRV 

and the vector M. persicαe， some experiments described in this paper have been conducted. 
In some tests made during November 1966 to February 1967 in Sasayama， infective apterous 

adults were transferred from PLRV田 diseasedplants of Physαlis floridαnαRYDB. to excised leaves 
of virus-free Chinese cabbage (Brassica pekinensis RUPR.) in petri dishes at the temperatures of 

20由 25"(;，15
0

C， and 8. 5-10
o
C， and they were alIowed to produce nymphs on the Ieaves. The produced 

viviparous nymphs were transferred to very young seedlings of P. floridαnαfor assaying infectivity. 
Two or three months Iater the recovery tests from aII the assay plants to very young seedlings of 
P.floridana were done by virus-free aphids. In these recovery t旬es坑ts，i江twas shown t出ha叫ta smaII num明

ber of nymphs of 2ndεeneraUわonproduced respectively at 20.剛-2
and t出ha剖t，there was found a tendency t出ha剖tthe infective nymphs occurred more frequently among nymphs 

produced at low temperatures than higher ones. Moreover， there was found no relation between the 

appearance of infective nymphs of 2nd generation and the duration in which the viruliferous maternaI 

aphids were reared on the detached Ie~ves of Chinese cabbage in petri dishes (Tables 1 -3 ). In 

the similar tests carried out during July to Decembel' 1968 in Kobe， none of the nymphs of 2nd 
generation became in fective (Table 4 ) . 

An attempt was made to acertain whether or not newly produced nymphs could acquire PLRV from 

tissues of excised leaves of Chinese cabbage immune to PLRV on which viruliferous maternal aphids 
had been reared. Manv infective adults and nymphs of the aphi 
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